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３ 法非適用企業 
 

（１）決算総額 

（単位：百万円） 

区  分 ２６年度 ２５年度 

前年度比較 

増減額 増減率（％） 

収
益
的
収
支 

収 益 的 収 入 15,417.1 18,852.4 △ 3,435.3 △ 18.2 

    内）他会計繰入金 6,810.4 10,205.4 △ 3,395.0 △ 33.3 

   内）基準外繰入金 554.2 3,657.2 △ 3,103.0 △ 84.8 

収 益 的 支 出 9,407.3 9,486.2 △78.9 △ 0.8 

収益的収支差引 6,009.7 9,366.2 △ 3,356.5 △ 35.8 

資
本
的
収
支 

資 本 的 収 入 13,848.3 13,060.1 788.2 6.0 

   内）他会計繰入金 4,451.7 4,493.4 △ 41.7 △ 0.9 

  内）基準外繰入金 2,692.1 3,002.9 △ 310.8 △ 10.3 

資 本 的 支 出 19,477.2 18,792.0 685.2 3.6 

    内）建設改良費 7,597.7 6,917.0 680.7 9.8 

資本的収支差引 △5,628.9 △ 5,731.9 103.0 1.8 

実  質  収  支 △696.8 △ 955.1 258.3 27.0 

他会計繰入金合計 11,262.1 14,698.8 △ 3,436.7 △ 23.4 

      内）基準外繰入金 3,246.3 6,660.1 △ 3,413.8 △ 51.3 

 

              

（２）事業別決算状況 

（単位：百万円） 

区  分 
収益的収支差引 実質収支 

  赤字事業数   赤字事業数 

簡 易 水 道 447.5 
 

36.4 
 

電 気 393.4 
 

102.6 
 

下水道 

公 共 下 水 道 3,556.7 
 

187.1 
 

特定環境保全公共下水道 554.5 
 

2.2 1 

農業集落排水施設 484.7 
 

39.4 
 

漁業集落排水施設 25.3 
 

0.0 
 

林業集落排水施設 1.2 1 1.1 
 

小規模集合排水処理施設 17.1 
 

0.0   

特定地域生活排水処理施設 23.9 
 

1.5 
 

個別排水処理施設 0.4 
 

0.0 
 

下 水 道 計 4,463.7 1 231.2 1 

市 場 32.5 
 

3.1 
 

観光 

施設 

休  養  宿  泊 0.0 
 

0.0 
 

索          道 17.3 1 0.8 1 

そ    の    他 75.7 1 8.5 
 

観 光 施 設 計 93.0 2 9.3 1 

宅地 

造成 

臨  海 土  地 0.0 
 

0.0 
 

そ   の   他 257.7 
 

△ 365.2 1 

宅 地 造 成 計 257.7 
 

△ 365.2 1 

駐 車 場 整 備 59.6 
 

△ 668.9 2 

介 護 サ ー ビ ス  62.4 2 △ 45.3 1 

合        計 6,009.7 5 △ 696.8 6 

※合計は四捨五入の関係で合わないことがある。 
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ア 収益的収支が黒字の事業数は９５、赤字の事業数は５ 

 

・法非適用企業１００事業の収益的収支のうち、９５事業が黒字、５事業が赤字となっている。赤字

事業の内訳は、下水道事業１、観光施設事業２、介護サービス事業２である。 

 ・全体の収益的収支は６０億９百万円の黒字（対前年度３３億５６百万円の減）となっているが、赤

字補てん的に行われる基準外繰入金を除いた実質的な収益的収支は５４億５５百万円の黒字（対前

年度２億５４百万円の減）となっている。 

・収益的収支の黒字額は米子市公共下水道事業が最大で、１９億９２百万円。 

一方、赤字額は江府町の介護サービス事業が最大で、△１７百万円となっている。 

  

イ 実質収支が黒字の事業数は９４、赤字の事業数は６ 

 

 ・法非適用企業１００事業の実質収支のうち、９４事業が黒字、６事業が赤字となっている。赤字事

業の内訳は、下水道事業１、観光施設事業１、宅地造成事業１、駐車場整備事業２、介護サービス

事業１となっている。 

 ・実質収支の黒字額は米子市公共下水道事業が最大で、１億３５百万円。一方、赤字額は米子市駐車

場整備事業が最大で、△５億４８百万円となっている。 

 

ウ 企業債発行額は６２億１８百万円（対前年度 ３億９２百万円、６．７％の増） 

 

・企業債発行額の内訳は、下水道事業が４７億２５百万円（７６．０％）で大部分を占め、次いで簡

易水道事業が７億２９百万円（１１．７％）、市場事業が６億６５百万円（１０．７％）となって

いる。 

 ・企業債発行額は米子市下水道事業（公共）が最大で、１３億４６百万円となっている。 

   

エ 企業債残高は１，６３９億９１百万円（対前年度 △５４億８５百万円、３．２％の減） 

  

・企業債残高の内訳は、下水道事業が１，４７５億２８百万円（９０．０％）と大部分を占め、次い

で簡易水道事業が１１４億３百万円（６．９％）、介護サービス事業が２１億４８百万円（１．３％）、

電気事業が１４億３百万円（０．９％）となっている。 

・企業債残高は米子市下水道事業（公共）が最大で、３８６億７３百万円となっている。 

 

オ 一般会計からの繰入金は１１２億６２百万円（対前年度 △３４億３７百万円、２３．４％の減） 

   

 ・一般会計からの繰入金総額のうち、収益的収支への繰入金は６８億１０百万円、資本的収支への繰

入金は４４億５２百万円となっている。 

 ・繰入金の主な内訳は、下水道事業が１００億３９百万円（８９．１％）で大部分を占め、次いで

簡易水道事業が９億３０百万円（８．３％）、観光施設事業が１億８百万円（１．０％）となっ

ている。 

 ・なお、昨年度は度米子市宅地造成事業（その他）において第三セクター等改革推進債を活用し、

事業廃止に係る経費約３１億円（資金不足解消に係るもの）を繰り入れていたことにより、今年

度は大幅に繰入金額が減少している。 

 ・繰入金のうち、基準外繰入金は３２億４６百万円（対前年度△３４億１４百万円、５１．３％の減）

であり、そのうち、収益的収入への基準外繰入金は５億５４百万円、資本的収入への基準外繰入金

は２６億９２百万円となっている。 

 ・基準外繰入金は湯梨浜町公共下水道事業が最大で、３億４９百万円となっている。 

 

カ 建設改良費は７５億９８百万円（対前年度 ６億８１百万円、９．８％の増） 

   

 ・建設改良費の内訳は、下水道事業が５５億１３百万円（７２．６％）と大部分を占め、次いで市場

事業が９億４０百万円（１２．３７％）、簡易水道事業が９億３９百万円（１２．３６％）、宅地

造成事業が７２百万円（１．０％）となっている。 

 ・建設改良費は米子市下水道事業（公共）が最大で、２１億７９百万円となっている。 
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（３）事業別決算概要 

 

区 分 事 業 別 決 算 概 要 

簡易水道事業 

（１２事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体で４億４８百万円の黒字（対前年度

８２百万円の増）となった。実質収支も３６百万円の黒字（対前年度１１百万円の

増）である。 

・基準外繰入金総額は４億２９百万円（対前年度９１百万円の増）であり、１０団

体で行われている。 

・建設改良費は９億３９百万円（対前年度２１百万円の減）となった。 

 

電気事業 

（５事業） 

 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体で３億９３百万円の黒字（対前年度

８５百万円の増）となった。実質収支も１億３百万円の黒字（対前年度２１百万円

の増）である。 

・平成２６年から琴浦町が新たに事業を開始し、５事業となった。 

 

下水道事業 

（５３事業） 

・収益的収支は全５３事業のうち１事業において赤字であるが、全体では４６億６４

百万円の黒字（対前年度４５百万円の増）となった。 

・実質収支は１事業が赤字であるが、全体では２億３１百万円の黒字（対前年度２億

６９百万円の増）となった。 

・基準外繰入金総額は２５億５６百万円（対前年度１億６百万円の減）となった。 

・建設改良費は５５億１３百万円（対前年度５億８８百万円の増）となった。 
 

 

（参考）各団体の下水道事業の実質収支と基準外繰入金額 

（単位：百万円、％） 

 
 

  

  

実質収支 基準外繰入金 

26 年度 25 年度 増減率 26 年度 25 年度 増減率 

鳥取市         

米子市 135.4 △ 142.4 195.1 114.2 141.4 △ 19.2 

倉吉市 0 0 - 50.8 53.5 △ 5.0 

境港市 0 0 - 168.0 272.8 △ 38.4 

岩美町 0 0 - 1.5 3.3 △ 54.5 

若桜町 0 0 - 62.1 56.1 10.7 

智頭町 5.0 5.2 △ 3.8 262.4 197.6 32.8 

八頭町 73.4 68.7 6.8 322.6 355.5 △ 9.3 

三朝町 0 0 - 62.7 75.5 △ 17.0 

湯梨浜町 0 0 - 487.9 460.4 6.0 

琴浦町 9.6 11.9 △ 19.3 126.8 119.8 5.8 

北栄町 △7.5 △ 7.8  3.8 269.2 289.1 △ 6.9 

日吉津村 0.4 0.4 0.0 2.8 12.2 △ 77.0 

大山町 0.1 0.1 0.0 279.9 271.2 3.2 

南部町 4.1 1.0 310.0 124.1 118.1 5.1 

伯耆町 0 0 - 77.6 75.7 2.5 

日南町 1.5 4.8 △ 68.8 9.9 18.5 △ 46.5 

日野町 0 0 - 23.0 27.9 △ 17.6 

江府町 9.1 20.3 △ 55.2 110.9 113.1 △ 1.9 

合計 231.2 △ 37.7 713.3 2,556.5 2,661.7 △ 4.0 
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市場事業 

（２事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体では３２百万円の黒字（対前年度１

０百万円の減）となった。 

・実質収支が赤字となった団体はなく、全体では３百万円（対前年度２百万円の減）

となった。 

 

観光施設事業 

（１３事業） 

・収益的収支は索道及びその他でそれぞれ１事業が赤字である。観光施設事業全体で

は９３百万円の黒字(対前年度６５百万円の減)となった。 

・実質収支は索道１事業が赤字であり、全体では９百万円（対前年度１１百万円の減）

となった。 

・基準外繰入金総額は、１億８百万円（対前年度５４百万円の減）となった。 

 

宅地造成事業 

（６事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体では２億５８百万円の黒字（対前年

度３４億４７百万円の減）となった。 

・実質収支は１事業が赤字であり、全体では△３億６５百万円（対前年度６１百万円

の増）となった。 

・基準外繰入金総額は、０百万円（対前年度３１億１６百万円の減）となった。 

 

駐車場整備 

事   業 

（４事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体では６０百万円の黒字（対前年度５

百万円減）となった。 

・実質収支は２事業が赤字であり、全体では△６億６９百万円（対前年度４６百万円

の増）となった。 

・基準外繰入金総額は６６百万円（対前年度３０百万円の減）となった。 

 

介護サービス

事    業 

（５事業） 

・収益的収支は２事業において赤字であるが、全体では６２百万円の黒字（対前年度

４３百万円の減）となった。 

・実質収支は１事業が赤字であり、全体では△４５百万円（前年度４５百万円の減）

となった。 

・基準外繰入金総額は４２百万円（対前年度２億６百万円の減）となっている。 

 

 

 


